
  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

輸送の安全に関する基本方針            【２０２３年度】 

社長は、「安全の確保はすべての業務に優先する」を基本方針とし、 

自ら率先垂範を基に全社員が一丸となってすべての業務に、安全第一を確認、優先し、 

輸送の品質を重んじ常にその向上に努めます。 

 
 
１、安全運転管理規定 

この規定は、貨物自動車運送事業法第 15 条の規定に基づき、輸送の安全を確保する為に順
守することを定め、輸送の安全性の向上を図ることを目的とする。 

 
 
 
２、事業の運営方針並びに重点施策 
１） 輸送の安全に関する計画・実行・チェック・改善を確実に実行し、安全対策を見直し、 

絶えず輸送の安全の向上に努める。また、安全に関する情報については、積極的に公表する。 
 

２） 輸送の安全に関する運転技能の教育及び荷役作業の教育を計画的に企画し、的確に実施す
る。 
 

３） 輸送の安全に係わる健康起因事故防止のため、「健康管理」を重点課題とします。 
 

４） 輸送の安全に関する費用、投資を積極的に行います。 
 

グリーン経営認証取得済   安全性優良事業所(G マーク)認定済 



３、輸送の安全に関する目標及び目標達成状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

４、目標達成のための安全計画 
 
【運行管理者の責務】 

1. 運行管理者は、法令で定められた運行の安全確保に係わる業務を確実に行い、交通事故、
作業事故等の防止をはかる使命と責任が課せられています。 

2. 運行管理者の業務は点呼・労務管理・安全教育です 
イ) 点呼は、乗務員とのコミュニケーションの大切な場であり、日常点検、健康管理、運行

経路、天候、危険個所の情報等、具体的な運行指示を明るく行うこと。 
ロ) 製品事故防止のための安全教育の充実を図る。 

3. 健康管理の重要な項目 
イ) ＳＡＳ検査と治療の指示、心疾患、脳疾患の有無。 
ロ) 定期健康診断の実施と管理。（加療の有無に注視が必要です） 
ハ) インフルエンザ・新型コロナウイルス等の感染症の予防。 
ニ) 産業医と連携し、ストレスチェックも含めたきめ細やかな健康管理。 

 

❏有責事故発生件数「10件」          未達成 

 （うち積み下ろし中の製品事故 0 件） 

❏人身事故・労災事故発生件数「1件」      未達成 

❏有責事故 10 件のうち追突・バック事故「2件」 未達成 

2023 年度 目標 

❏有責事故発生件数「5件」 

❏人身事故発生件数「ゼロ」 ❏労災事故「ゼロ」 

❏有責事故の内：追突・バック事故件数「ゼロ」 

 ❏重大事故「ゼロ」（自動車事故報告規則第 2条に規定する事故） 

❏製品事故「ゼロ」 

2022 年度 事故発生状況 

❏有責事故発生件数「1件」 

❏人身事故発生件数「ゼロ」・❏労災事故「ゼロ」 

❏有責事故の内：追突・バック事故「ゼロ」 

❏重大事故「ゼロ」（自動車事故報告規則第 2条に規定する事故） 

2022 年度 目標 



【整備管理者の責務】 
1. 整備管理者は、運行管理者と常に連絡をとり、運行計画を把握し、日常点検、定期点検又

は随時必要な点検を確実に実施させ、確認し、記録簿を管理すること 
2. 整備管理者は、日常点検の結果について、運行の可否を決定し、万一安全運転に支障をき

たす時は、運行管理者と連絡を取り整備を行わせる適切な措置を講ずること、また、定期
点検整備の実地計画を定め、臨時整備をなくすように努める 

3. 整備管理者は、車両故障に関係する事故が発生した場合、運行管理者と連絡をとり、適切
な措置を講じ、原因の究明に当たるものとする。（陸運局→国交省報告） 

 

【乗務員研修の教育強化、育成】 
1. クラウド式デジタコデータを用いた安全運転・省エネ運転の分析による指導。更なる改善

に向けたコミュニケーションに努める 
2. 事故惹起者は発生時に随時、特定診断受診後、外部機関（総合教育センター）の受講を受

け、再発防止を図る 
3. IT を活用し、常時１２項目（年間プログラム）による安全運行と法令の勉強を実施 
4. 乗務員は随時巡回指導・添乗指導を受ける 
5. 運行管理者と小集団（５名前後）に分けた安全に関するミーティングを実施し、全員の意

見を吸い上げ、事故防止に活かす 
 
 
５、輸送の安全確保に関する取組 
 
  【安全重点施策：安全マネジメントの課題】 

1. 静止物・追突・バック事故「ゼロ」への防止対策 
2. フォークリフト事故「ゼロ」への安全操作 
3. 視認不足による静止物への接触防止 
4. 横断歩道上の歩行者・自転車の保護の強化 

また、子供・高齢者を見かけたら細心の注意を払う 
  
 
６、輸送の安全確保に関する費用及び投資額 
 

1. 外部リスク・コンサルティング会社         200,000- 
2. インフルエンザ予防接種（社員数）         262,500- 
3. 睡眠時無呼吸症候群検査                   199,000- 
4. 産業医委嘱費用              360,000- 
5. インターネットを活用した乗務員教育    165,000- 

  
                                  ２０２３年４月１日 

森 田 運 送 株 式 会 社 
代表取締役 森田康士 

 


